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まちを走る

　今月号から福祉シリーズとして、市内で福祉にたずさわ

っている人々を紹介していきます。

　卜・ップバッターに登場していただいたのは、市のホーム

ヘルパーさん。祀人のヘルパーさんはすべて女性で、自動

車4台、バイク3台、目転車5台を足にして、一人暮らし

のお年寄りや在宅の障害をもつ方を介護しています。

　ヘルパーさんは、一人または二人一組になって一日二世

帯を訪問し、掃除・洗濯・買い物などの家事援助や、食事

・排泄の世話なとの身体介護を行っています。現在54世帯

の方々がこのサービスを受けており、その95パーセント・が

体の不自由なお年寄りです。

　「心の支えになってくれれば」という願いを込めて、ヘ

ルパーさんは今日もまちを走りつづけます。
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上止戸沢の産業廃棄物最終処分場建設は

．棄物．種類．．県内外．害、合些国，a　断固反対！

　
す
で
に
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小

原
上
戸
沢
地
区
の
山
林
に
ゴ
ル
フ
場
開
発
を
前
提
と

し
た
大
規
模
な
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
三
月
八
日
、
小
原
住
民
代
表
が
上

戸
沢
地
区
を
除
く
小
原
住
民
千
百
三
十
六
名
（
成
入

数
の
約
九
割
）
の
署
名
を
添
え
た
建
設
反
対
陳
情
書

を
川
井
市
長
と
市
議
会
に
提
出
し
、
計
画
に
同
意
し

な
い
よ
う
陳
情
し
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
議
所
や

各
種
婦
入
会
か
ら
も
同
様
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、

反
対
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
全
国
に
も
例
の
な
い
大
規
模
な
も
の

で
、
私
企
業
が
長
い
間
安
全
に
管
理
で
き
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
，
特
に
白
石
市
を
は
じ
め
仙
南
仙
塩
広

域
水
道
の
水
源
域
で
す
の
で
、
い
ま
私
た
ち
が
飲
ん

で
い
る
水
が
汚
染
さ
れ
れ
ば
、
命
に
か
か
わ
る
問
題

で
す
．
し
た
が
っ
て
市
と
し
て
も
、
こ
の
計
画
は
絶

対
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
．

　
こ
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
計
画
か
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
、
そ
し
て
白
石
市
が
な
ぜ
反
対
し

て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
の
あ
ら
ま
し

　
小
原
上
戸
沢
地
区
の
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
当
初
ゴ
ル
フ
場
開
発
を
進

め
で
、
い
ま
し
た
が
、
深
い
谷
筋
が
多
い

汚翫＼

　
　
地
形
か
ら
、
開
発
造
成
の
た
め
に
切
土

　
　
・
盛
土
や
埋
立
量
が
増
大
し
、
ゴ
ル
フ

　
　
コ
ー
ス
造
成
に
は
不
向
き
で
あ
る
こ
と

凱
々
が
判
明
し
ま
し
た
。

く
等属

ず
’
　
そ
の
た
め
、
将
来
は
ゴ
ル
フ
場
開
発

箒
を
す
る
と
い
う
約
束
で
、
先
行
的
に
産

訪
借
業
廃
棄
物
を
お
も
な
谷
筋
に
埋
め
立
て
、

燃
木
そ
の
跡
地
利
用
と
し
て
ゴ
ル
フ
場
を
開

　
　
発
す
る
と
い
う
の
が
事
業
者
の
言
い
分

　
　
で
す
。

　
　
計
画
概
要

　
　
m
施
設
の
種
類
　
　
最
終
処
分
場

　
臼
廃
棄
物
の
種
類

　
　
汚
泥
（
4
5
％
）
、
建
設
廃
材
（
2
0
％
）

　
鉱
さ
い
戸
1
7
％
）
、
燃
え
か
ら
、
金

　
属
く
ず
、
木
く
す
、
紙
く
す
等
マ

3
計
画
地

　
小
原
字
久
根
山
　
外

㈱
処
理
能
力

　
敷
地
面
積
　
一
九
四
万
㎡

　
埋
立
容
量
　
一
〇
九
万
㎡

⑤
廃
棄
物
県
内
外
の
割
合

　
県
内
3
0
％
　
　
県
外
　
7
0
％

県
内
外
別

　
　
　
　
内
％

　
　
　
　
県
3
0

外
％

　
ロ

県
7

㊦
白
石
市
が
な
ぜ
反
対
し
て
い
る
の
か

①
七
市
十
町
に
ま
た
が
る
仙
南
仙
塩
広

　
域
水
道
の
水
源
で
あ
る
こ
と

　
小
原
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
計
画
地

は
、
七
市
十
町
に
ま
た
が
る
仙
南
仙
塩

広
域
水
道
の
水
源
域
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
七
ヶ
宿
ダ
ム
か
ら
三
十
万
ト
ン
、

白
石
市
か
ら
二
十
九
万
五
千
ト
ン
、
合

計
五
十
九
万
五
千
ト
ン
は
、
宮
城
県
内
の

七
市
十
町
住
民
の
命
の
水
な
の
で
す
。

汚
染
は
も
ち
も
ん
、
絶
対
に
水
質
に
対
す

る
不
安
感
を
持
た
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　　　《将来にわたって安心して水が飲めるか
　　　　　　　　　　　いまその瀬戸際に立たされています

　　　　　　　　　　　ら　るにくのこ　す1
　　　　　　　　　　　とこか’る処と特べ素

②
管
理
型
の
処
分
場
で
あ
る
こ
と

　
業
者
の
計
画
に
よ
る
と
、
産
業
廃
棄

物
の
う
ち
、
埋
立
禁
止
さ
れ
て
い
る
品

目
や
、
動
物
の
死
体
等
以
外
の
も
の
は
、

す
べ
て
こ
こ
に
埋
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
特
に
汚
泥
が
4
5
0
0
を
占
め
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
工
場
排
水
な
ど

の
処
理
後
や
、
各
種
製
造
工
程
で
出
て

く
る
汚
泥
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
中

に
、
ど
の
よ
う
な
有
害
物
質
が
含
ま
れ

る
か
未
知
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
汚
泥
を
、
公
的
管
理
な

ら
と
も
か
く
、
私
企
業
が
永
久
に
管
理

を
し
続
け
る
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
や
す

　
実
際
に
小
原
地
区
で
は
戦
前
、
三
泰

鉱
山
、
七
里
沢
鉱
山
が
繁
栄
し
ま
し
た

が
、
事
業
者
が
撤
退
し
て
数
十
年
を
経

過
し
て
か
ら
鉱
毒
が
流
出
し
、
国
・
県

が
鉱
害
防
止
措
置
を
講
じ
て
も
な
お
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
が
現
在
も
続
い
て
い

る
の
で
す
。

③
ゴ
ル
フ
場
計
画
の
前
段
と
し
て
の
産

　
業
廃
棄
物
処
分
場
計
画
で
あ
る

　
事
業
者
は
最
終
的
に
ゴ
ル
フ
場
を
開

発
す
る
と
い
う
計
画
で
す
が
、
土
工
量

が
多
す
ぎ
て
一
度
計
画
を
断
念
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
て
き
た
の
が
、
土
の
代

わ
り
に
産
業
廃
棄
物
を
埋
め
立
よ
う
と

い
う
発
想
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
大
規
模
な
地
形
の
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
災
害
の
発
生
、
自

然
環
境
等
の
悪
化
は
、
土
で
あ
ろ
う
と

産
業
廃
棄
物
で
あ
ろ
う
と
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
目
的

で
あ
る
ゴ
ル
フ
場
開
発
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
市
は
現
在
ゴ
ル
フ
場
開
発
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
得
ら
れ
る
ま
で
、
開
発
協
議
を
凍
結

し
て
お
り
ま
す
。

④
業
者
の
利
益
の
た
め
に
地
域
が
犠
牲

　
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い

　
事
業
者
は
ゴ
ル
フ
場
建
設
を
前
提
と

し
て
産
業
廃
棄
物
処
分
場
を
計
画
し
て

い
ま
す
が
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
た
め
に

は
、
現
計
画
の
埋
立
量
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
第
二
、
第
三
の
埋
立
処
分
計
画

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
膨
大
な
量
の
産
業
廃
棄
物
を

処
分
す
れ
ば
、
莫
大
な
収
益
を
あ
げ
る

も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
事
業
者
が
必

死
に
な
っ
て
こ
れ
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

背
景
に
は
、
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
美

名
に
隠
れ
た
、
膨
大
な
利
益
の
追
求
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
企
業
の
巨
大

な
利
益
の
追
求
の
た
め
に
、
地
域
が
犠

牲
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
．

　
以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
白
石
市
は

上
戸
沢
地
区
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
計
画
に
絶
対
に
同
意
し
な
い
態

度
で
、
事
業
者
と
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

廃棄物の種類と実際に

廃棄するもの

備考

廃棄

種　　類

燃えがら
汚　　泥

立
止

埋
禁

油
酸
リ

　
　
カ

　
　
ル

　
　
ア

廃
廃
廃

廃棄

外画計

廃棄

廃プラスチ

ック類

紙・木・繊

維くず

植物性残さ

ゴム・金属

ガラス・陶

器くず

鉱　さ　い

建設廃材

動物の糞尿

動物の死体

ばいじん
そ　の　他

産

業

廃

棄

物

一般廃棄物

　　自然環境と歴史の町並みが自石の自慢です
　　　　　　　　　　　　　　　　　白石市指定文化財

水芭蕉の森か今年も開園　　　　武家屋敷（旧小関家）の修復が進む

　　　　　　　　　岬、　蝋　　　　　　　　　　4月27日午後1時開館（当日と翌28日は無料で開放します
　　詠　鹸i　講雛　日乍年1・月から修復斎行っておりま・、　き　♪・．．恥・・μ一
澱…耀鵜、・駐　した武家屋敷が装いζ新たに生まれ璽誌灘帰、，。巳．y3轟

　　　璽一涌、．変わります・ぜひおいで　い＿．凝，黛轍》門
　　　　鱈 、一開館時間武秘鷺一蜘「 ，酵1・櫓耀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月～3月9：00～！6：00　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　擁　　　　　　　　　　　，　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

漏…藍休館日齢醗讃r一閥藁．騨“．嚇
　　2年前に整備した水芭蕉の森では、　　　　　12月28日～31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』鵬
　白い妖精ミズバショウが今年も見事　　問い合わせ先　市地域振興課

　な花を咲かせてみなさんを侍ってい　観覧料　　　　　　　　　　　　　　〔団体は2〔）名以上1

中学生及び高校生

団　　体
　　50円

1・学生、中

固　　　へ

　100円

般1学生を含む1

団　　体
　100円

個　　　尺

　200円

使用区分

観　覧　料

ます．，

　開園式は4月10日午前10時です。

お弁当を持っててかけてみませんか
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平
成
五
年
二
月
市
議
会
定
例
会
か
、
一
一
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
九
日
ま
で
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
は
、
各
種
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成
五
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
一
一
十
九
件
で
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
の
二
月
二
十
二
日
、
川
井
市
長
か
ら
平
成
五
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
の
施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
二
百
六
十
九
回
白
石
市
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
平

成
五
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
方
針
に

つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
十
月
、
市
民
の
皆
様
の
絶
大
な

る
ご
支
持
に
よ
り
、
引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
四
年
間
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
標
と
し
、
そ
の
目
的
達
成
の
た

め
の
方
法
論
を
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
に
求
め
、
諸

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
白
石
城
三
階
櫓
の
復
元
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
、
歴
史
の
香
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た

不
伐
の
森
に
代
表
さ
れ
る
自
然
環
境
の
整
備
、

あ
る
い
は
半
導
体
工
場
の
誘
致
と
い
っ
た
経
済

の
活
性
化
な
ど
、
そ
の
基
礎
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
．
．

　
そ
し
て
そ
れ
を
基
盤
と
し
で
、
今
後
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
方
自
治
の
原

点
と
も
言
う
べ
き
「
住
民
福
祉
の
増
進
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
わ
が
日
本
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
人
類
史
上
未
曽
有
の
規
模
と
ス
ピ
ー
ト
で
高

齢
化
に
突
入
し
て
お
り
、
出
生
率
の
低
下
は
年

々
激
し
く
な
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
高
齢

匡劉＜≒
白石型福祉の実現

ゴールドプラン策

定

総合福祉センター

の建設

長寿社会対策基金

の充実

　　　　　「（

！

ぺ

1個性ある
　

ぶ
こみ処理問題への対応

自然環境の保護

　 　　、　　　　　　墓盤づくり

白川中学校・深谷小学校の大規模改造

既存商店街の活性化

道路改良・上下水道なと都市基盤の整備

化
と
少
子
化
の
進
展
は
、
工
業
化
し
た
先
進
諸

国
に
と
っ
て
は
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で

あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
お
け
る
そ
の
規
模
と
ス

ピ
ー
ド
は
他
国
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徐
々

に
進
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に

あ
る
程
度
の
物
的
な
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
も

可
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、
テ
ン
ポ
が
早
け
れ
ば

充
分
な
準
備
も
な
い
ま
ま
、
高
齢
化
社
会
を
迎

、
岬
凡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
厚
生

省
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た
将
来
の
推
計
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1990→2000年）

　　　　　　　　

国講人

1断人　　　　　　團

25万人234万人

廟國
圃

　　199日年　2000年

将1題佃1写ヒri斤力・釣成した

八
口
に
よ
り
ま
す
と
、
来
世
紀
初
め
に
到
来
す

る
全
国
的
な
入
口
減
社
会
を
先
取
り
し
て
、
二

十
一
世
紀
を
前
に
東
北
は
、
へ
口
減
少
の
時
代

を
迎
え
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
入
口
が
、
十

五
歳
未
満
の
少
年
八
口
を
上
回
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
労
働

力
不
足
や
高
齢
化
に
伴
う
地
域
の
活
力
喪
失
に

つ
な
が
り
、
地
方
に
お
け
る
過
疎
化
を
一
層
押

し
進
め
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

　
い
ま
、
私
た
ち
は
も
の
の
豊
か
さ
に
目
を
眩

ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
活
力
の
あ
る
う

ち
に
高
齢
化
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
、
日
本
の
、
ひ
い
て
は
白
石
の
存
亡

に
係
わ
る
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
断
言
し
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

6日，5

11，臼

｝人

　114万人

圃
㌔、nn－島　　2

210万人210万人

2亟「關一
圃

日B．265．日

テー一ンは厚’L省尺li問題

・卜i場邪111’人㌧II

20．414．日

19，5ア4人

　　2，239人

旧．3％

66．5

15，2

B，BO5人

　　　　　　　　　旧90年

1199U年国勢調査による

旧【■

14．9

圖

希4人L63
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こ
の
よ
う
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
と
、
く
ら

し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
今
や
避
け
て

通
れ
な
い
長
壽
、
社
会
に
向
け
て
総
合
福
祉
事
業

を
重
点
施
策
と
し
て
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
と

私
は
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
勿
論
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
あ
る
現
在
を
お
い
で
、
、

ハ
ー
ド
の
整
備
を
や
る
時
期
は
な
い
と
い
う
の

が
、
私
の
基
本
的
な
考
え
方
で
、
あ
り
、
今
後
も

白
石
城
の
復
元
ま
た
は
斎
川
の
ふ
る
さ
と
の
川

モ
デ
ル
事
業
、
そ
の
他
の
諸
事
業
も
積
極
的
に

展
開
し
で
、
、
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
で
、
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
申
し
述
べ
た
よ
う
に
、
個
性
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
事
業
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様

に
密
接
す
る
福
祉
事
業
を
展
開
す
る
、
二
方
面

戦
略
が
、
「
く
ら
し
日
本
一
」
を
実
現
す
る
最
善

の
道
と
考
え
、
全
力
で
そ
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
，

　
ま
ず
二
方
面
戦
略
の
一
つ
て
あ
り
ま
す
「
住

民
福
祉
の
増
進
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
．
幸

い
に
平
成
五
年
度
は
、
高
齢
者
福
祉
推
進
十
か

年
戦
略
・
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
策
定
の
最
終
年
度

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
高

齢
者
を
社
会
か
ら
切
り
離
し
て
、
施
設
に
収
容

隔
離
し
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
収
容
ヶ
ア
か
ら
、

家
族
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
た
家
庭
で
の
在
宅
ヶ

ア
に
変
え
、
お
年
寄
り
が
精
神
的
に
も
物
質
的

に
も
安
定
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を
送
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
ゴ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ン
の
中
に
、
市

独
自
の
福
祉
政
策
を
盛
り
込
み
、
白
石
型
福
祉

を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
年
度
を
社
会
福
祉
元

年
と
名
付
け
、
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一魎
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《宮城県のコールドプラン

　「宮城いきいぎ長寿2000プラン

ゴールドプラン

　21世紀までの10年聞（平成2年度から平

成11年度まで）に、急いで行わなければな

らない事柄について、平成元年12月に国が

策定したのがゴールドプラン（正式名称は

「高齢者保健福祉推進十か年戦陪」）です。

　この計画では特に、お年寄りが住み慣れ

た自宅で老後をおくることができるような

在宅福祉に力を入れています。具体的には

21世紀までに次のような目標を設定してい

ます。

　●市町村における在宅福祉対策の目標

　　・ホームヘルパー　　　　　旧万人

　　・ショートステイ　　　　　5万床

　　・デイ・サービスセンター　1万か所

　　・在宅介護支援センター　　　1万か所

　　・在宅福祉事業の実施団体（財団法人

　　　など）を全市町村に普及させる。

事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

石垣積み工事が急ピッチに進んでいる白石城

、．魔
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具
体
的
に
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
構
想
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
福
祉
の
た
め
の
種
々

の
施
設
を
張
り
つ
け
ま
す
が
、
そ
の
中
枢
と
な

る
機
能
は
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
中
に
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必
要
の
あ
る
お
年
寄
り
、

障
害
者
、
児
童
な
ど
を
登
録
し
、
一
方
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
や
施
設
の
利
用
情
報
な
ど

を
登
録
し
、
重
複
や
不
公
平
の
な
い
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
在
宅
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
平
成
七
年
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
新
設
さ

れ
る
地
域
振
興
課
を
担
当
課
と
し
、
本
年
度
中

に
、
策
定
委
貝
会
に
よ
っ
て
市
民
の
英
知
を
結

集
し
、
恐
ら
く
全
国
初
の
、
手
本
の
な
い
道
筋

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
財
源
と

し
て
、
現
在
一
億
二
千
万
円
ほ
ど
積
み
立
て
て

い
る
、
長
寿
社
会
対
策
基
金
を
更
に
充
実
さ
せ
、

　
第
二
の
柱
は
、
　
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
の
基
盤
整
備
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
四
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
り
、
タ
イ
ム

プ
ラ
ン
の
核
で
も
あ
り
ま
す
白
石
城
の
復
元
に

つ
い
て
は
、
本
年
六
月
ま
で
に
三
階
櫓
部
分
の

石
積
み
工
事
を
完
成
さ
せ
、
引
き
続
き
建
築
工

事
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
弥
治
郎
こ
け
し
村
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中

に
造
成
工
事
を
行
い
、
こ
け
し
展
示
館
、
こ
け

し
工
房
、
沢
を
生
か
し
た
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
を
配

置
し
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し

て
、
六
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
白
石
鷹
巣
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の
、
保
留

地
三
万
㎡
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
進
展
を
に
ら

み
な
が
ら
、
で
き
れ
ば
本
年
度
中
に
用
地
を
取

得
し
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
、
県
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
進

．
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豊

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
斎
川
の
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て
は
、
県
と
建
設
省
と
の
協
議
が
ま
と

ま
り
次
第
、
整
備
計
画
書
を
ま
と
め
、
本
年
度

早
々
に
事
業
の
認
可
申
請
、
実
施
設
計
を
行
い
、

六
年
度
に
は
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
、
周
辺

地
域
を
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
水
害
か
ら
守
る

と
同
時
に
、
美
し
い
水
の
流
れ
る
川
と
し
て
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
い
た
し
ま
す
．

　
ま
た
、
緑
の
環
境
整
備
と
い
う
こ
と
で
、
若

林
公
園
内
の
測
量
設
計
を
、
六
年
度
工
事
着
工

に
向
け
、
本
年
度
中
に
行
い
ま
す
。

　
フ
、
パ
ヴ
シ
ュ
ラ
ン
ド
パ
ー
タ
事
業
に
つ
い
て

も
、
本
年
度
中
に
用
地
買
収
を
完
了
さ
せ
る
と

と
も
に
、
実
施
設
計
を
行
い
、
一
部
工
事
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
に
つ
い
で
、

は
、
白
川
中
学
校
及
び
深
谷
小
学
校
の
工
事
を

万
難
を
排
し
て
本
年
度
中
に
行
い
、
教
育
施
設

　　　薪・爺一
“臓 　　　　　姜別　 劃

塾も証，

　
笥

臼
メ
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諺
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謹
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▲新幹線駅前の新しい顔づくりを目指して造成が進達

　土地区画整理地域

の
整
備
充
実
を
図
っ
で
、
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
の
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
市
民
レ

ベ
ル
で
の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ヘ
の
助
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
産
業
の
振
興
、
と
り
わ
け
大
型

店
の
進
出
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
、

既
存
の
商
店
街
の
活
性
化
が
焦
眉
の
急
で
あ
る

と
考
え
、
大
型
店
対
策
の
た
め
の
資
金
融
資
制

度
を
、
平
成
八
年
三
月
ま
で
更
に
、
三
年
間
延

長
す
る
ほ
か
、
活
性
化
対
策
事
業
資
金
が
本
年

度
は
八
百
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
商

工
会
議
所
を
通
じ
資
金
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
駅
前
及
び
中
町
・
長
町
の
商
店

街
が
進
め
て
い
る
リ
ニ
ュ
ア
ル
事
業
や
、
ポ
イ

ン
ト
ヵ
ー
ド
制
の
導
入
が
現
実
の
も
の
に
な
る

時
に
は
、
思
い
切
っ
た
支
援
体
制
を
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き

実
施
を
計
画
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
豊

か
な
創
造
性
と
高
度
な
技
術
力
を
生
か
し
た
存

在
感
・
風
格
を
有
す
る
施
設
等
の
実
現
に
向
け

た
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
整
備
構
想
を
、
市
民

参
加
方
策
の
検
討
も
含
め
、
　
「
白
石
デ
ザ
イ
ン

会
議
」
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
、
環
境

問
題
を
考
慮
に
入
れ
た
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
リ

サ
イ
タ
ル
運
動
や
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
購
入
費
へ

の
助
成
、
ま
た
、
宅
関
事
業
で
あ
る
鳥
喰
・
北

無
双
作
線
の
橋
梁
工
事
を
は
じ
め
、
中
河
原
・

白
石
沖
線
な
ど
の
道
路
改
良
工
事
、
上
下
水
道

な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
も
、
着
々
と
実
行
し

＼－
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惹
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憩
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四
～
容
．

－
慧
鍛

ぐスパッシュランドパークの完成予想図

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
様
々
な
事
業
が
山
積
し
、
財
政
の
厳
し
さ

も
年
を
追
う
ご
と
に
増
す
一
方
で
あ
り
ま
す
が
、

私
は
確
固
た
る
財
政
基
盤
を
確
立
し
つ
つ
、
二

十
一
世
紀
に
向
け
て
、
市
民
本
位
と
人
間
尊
重

の
行
政
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
是
非
と
も
、
議
員
諸
賢
並
び

に
市
民
各
位
の
ご
理
解
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
行
政
全
般
に
対
す
る
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

施
政
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。
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11，304，459千円

総務費
　　2，411，242（21．3％

土木費
　　L691．866（15．0％

民生費
　　L606，067（14．2％

教育費
　　1，583，791（14．0％

公債費　1，317，668（1L7％）

衛生費955，927（8．5％）

農林水産業費784，328（6，9％）

消防費376，359（3、3％）

商工費2ア9，837（2．5％）

議会費221，375（2．0％）、

その他70，999（0．6％）

　　　　民生費に歳出予算の14％を充当

　市の一般会計予算の総額は、約　　円になi）ます。　（平成2年の国勢調

113憶円とな1）ました。前年度と比　　査による世帯数11，569で計算）

べてみると、1億6千万円ほど減っ　　　これらのお金は、主にデイサービ

ています。これは主に、白石城復元、　　ス事業委託料、老入福祉センター運

学校建設等の事業費の減によるもの　　営費などの長寿社会対策事業や児童

です。　　　　　　　　　　　　　　　　手当等扶助費、保育園・児童館の運

　市では、白石型福祉を実現するた　　　営費などの児童福祉対策事業に使わ

め、5年度を社会福祉元年と位置づ　　　れることにな1）ます。

け、住民福祉の増進を重点に事業を　　　　もちろん、学校教育、社会教育施

進めていきます。歳出予算の中で民　　設の整備や市民のみなさんの生活に

生費は、16億606万7千円（全歳出　　　直結する道路、下水道などを整備す

の14．200、対前年度比1億5，193万　　　るための投資的経費に約25億5千万

7千円増）が使われます。これを一　　円を充てて、ゆとりあるくらしを目

世帯当たりに換算すると、13万8千　　指した事業を行っていきます。

11，304，459千円

市　　税

　　　3，436，333

　　　　　　　（30．4％

地方交付税

　3，345，000

　　　（29．6％

繰入金
954。638（8．4％）

国庫支出金

869，994（7．7％）

債765，800（6、8％）市

県支出金　483，719（4．3％）

諸収入436，B99（3．9％）

その他　1，012，076（8．9％）

〉水道事業会計

　収益的収入　8億　894万6千円

　収益的支出　7億5，583万6千円

　資本的収入　　　　　200万円

　資本的支出　1億9，299万8千円

●

レ地方卸売市場事業特別会計

　　2，573万7千円

　け寸前年度比139万2千円減

　　　　　・〈特別会計〉

1》国民健康保険特別会計

　　22億4，935万4千円

　（対前年度比4，567万8千円減）

》老人保健特別会計

　　26億257万2千円

　（対前年度比1億692万1千円増

　　　　　麟

当初予算の推移

聰
億

5

冊
億

4

118

億

3

98

億

2

85

億

元

》下水道事業特別会計

　　14億8，681万8千円

　1対前年度比8，478万5千円増

■≡
”

大型店対策として貸付金等6，660

万円、中小企業経営資金の円滑化

を図るための貸付金等9，647万1

千円、地方卸売市場事業特別会計

繰出金1，716万4千円

▲
＝
｝

まちをきれいにリサイクル運動報

償金及びコンポスト購入費補助金

250万円

ごみ・し尿処理などに係る仙南地

域広域行政事務組合負担金として

4億9，798万1千円

費木土費働労

一本木通り線、学校内親線の改良

など道路整備費として4憶7，649

万6千円

街路事業、スパッシュランドと連

携する温泉公園整備などに3億

5，175万3千円

下水道事業特別会計繰出金5憶

5，267万8千円

勤労青少年ホーム、働く婦人の家、

勤労者体育センター運営費、及び

勤労者の福祉充実のための貸付金

など2，960万8千円

農林水産業費

費防肖、馬
’

非常備消防費、消防積載者、貯水

槽設置工事などに9，675万4千円

仙南地域広域行政事務組合負担金

として2億7，233万6千円

費育教

大平小学校プール建設、深谷小学

校・白川中学校大規模改造事業な

どに3億8，843万1千円

週5日制に伴うスパッシュランド

利用助成事業委託料、白石市生涯

学習フェスティバル事業補助金及

びみやぎ蔵王高原マラソン大会負

担金として694万6千円

公民館などの社会教育関係に7，67

9万4千円

農道・溜池の改修、維持補修など

農業施設の整備に1億2，895万9

千円

圃場整備事業などに係る利子補給

3，451万7千円

農村総合整備モデル事業に1億円

1，822万円、団体営農道特殊改良

事業及び団体営農道整備事業に

4，858万円

家畜市場駐車場拡張事業及び公社

営畜産団地造成事業補助金8，169

万9千円

市民農園関係費及びグリーントピ

ア事業に351万円、地籍調査に

6，914万9千円

仮称弥治郎こけし村建設事業等の

林業山村活性化林業構造改善事業、

林道の開設、舗装、市行造林など

林業振興のため1億3，096万6千

円

費債公

市の借金である市債及び一時借入

金に係る元金、利子返済金13億

1，766万8千円

平成5年度予算

　　商工費
全日本こけしコンクール負担金及

びう一めんまつ1）・春まつり・夏

まつり開催補助金など1，30Q万円

白石商店街活性化対策助成金791

万円

■

費務総

仙南地域広域行政事務組合、公立

刈田綜合病院に対する負担金、補

助金、出資金あわせて3f意2，118

万4千円

「白石デザイン会議」構想策定委

託料に200万円

スパッシュランドしろいし整備事

業に8，000万円

白石城復元関係費に5億900万円

費生民

生活保護に係る扶助費1億698万

9千円、精神薄弱者福祉施設入所

措置費等1億8，202万5千円

身体障害者施設入所措置費、特別

障害者手当など7，185万3千円

ショートステイ及びデイサービス

事業委託料、老人ホーム入所措置

費、老人クラブ活動費助成金、老

人福祉センター運営費などに2億

7，068万4千円

福祉タタシー利用助成事業、在宅

重度身体障害者入浴サービス事業

委託金、スパッシュランドしろい

し高齢者入館利用委託料に557万

6千円
児童手当、乳幼児・重度心身障害

者医療費助成及び母子福祉対策貸

付金、保育園・児童館などに2億

4，206万7千円

国民健康保険特別会計繰出金等1

億2，483万8千円

費生衛

老人医療に係る老人保健特別会計

繰出金1億3，615万8千円、寝た

きり老人等の介護者に対し介護を

指導する在宅訪問看護婦報酬27Q

万円、予防医療及び市民の健康づ

くり推進費などに1億1，387万円



　
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
死

れ
た
時
、
現
代
の
メ
ル
ヘ
ン
「
ロ
ー
マ

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。

　
あ
の
頃
の
映
画
に
は
後
世
に
残

る
名
作
が
多
い
っ
邦
画
で
は
「
ま

た
逢
う
日
ま
で
」
、
「
ひ
め
ゆ
り
の

塔
」
、
「
生
き
る
」
、
洋
画
で
は
「
ガ

ス
燈
」
、
「
第
三
の
男
」
、
「
シ
ェ
ー

ン
」
等
に
は
必
ず
印
象
に
残
る
名

シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

　
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
の
岡
田

英
次
と
久
我
美
子
の
窓
ガ
ラ
ス
越

し
の
接
吻
。
　
「
生
き
る
」
で
は
名

も
な
い
一
区
役
所
の
課
長
に
扮
し

た
志
村
喬
が
癌
で
余
命
い
く
ば
く

も
な
い
の
を
知
り
つ
つ
、
公
園
の

ブ
ラ
ン
コ
を
揺
す
り
な
が
ら
『
ゴ

ン
ド
ラ
の
唄
』
を
口
ず
さ
む
。
晩

秋
の
ウ
ィ
ー
ン
中
央
墓
地
の
並
木

道
。
道
端
に
仔
む
ジ
ョ
セ
フ
・
コ

ッ
ト
ン
を
無
視
し
て
立
ち
去
っ
て
い
く

ヴ
ァ
リ
の
後
ろ
姿
に
チ
タ
ー
の
音
が
か

ア
リ
ダ
・

ら
む
「
第

を
し
、
翌
年
、
北
海
道
の
冨
伽

ム
ラ
ン
）
と
い
う
わ
び
し
い
映
｝

漫、

■私の映画録一シクナルとノィスー圏

が
報
じ
ら

の
休
日
」

の
男
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
。

最
も
好
き
な
映
画
の
一
つ
に
「
≦
＞
↓
国
菊
r
C
O

切
ヨ
O
O
国
」
（
哀

愁
）
」
が
あ
る
。

第
｝
次
世
界
大
戦

中
ス
コ
ゥ
ト
ラ
ン

ド
貴
族
の
大
尉
と

バ
レ
エ
の
踊
り
子

の
悲
恋
の
物
語
は
、

多
く
の
フ
ァ
ン
に

深
い
感
動
を
与
え

た
。
『
哀
愁
』
と

い
う
言
葉
は
こ
の

時
は
じ
め
て
造
ら

れ
定
着
し
た
と
い

・
つ
。

　
か
ら
っ
風
が
土

ぼ
こ
り
を
巻
き
上

げ
る
青
葉
通
り
の

映
画
館
で
立
ち
見

削
払
中
白
ご
（
ホ
ー

画
館
で
も
う
一
度

見
直
し
た
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
私
の
心
を
打
っ
た
の
は
悲
恋

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
、
白
鳥
の
湖
の
バ
レ
エ
、

ス
コ
哩
ト
ラ
ン
ド
貴
族
の
豪
華
な
館
、
広
大
な
庭

に
生
え
た
オ
ー
ク
の
大
樹
、
舞
踏
会
の
素
晴
ら
し

さ
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
の
輝
く
ば
か

り
の
美
し
さ
だ
っ
た
。

　
同
じ
こ
と
は
「
第
三
の
男
」
に
も
い
え
る
。
プ

ラ
ー
タ
ー
の
大
観
覧
車
、
ウ
ィ
ー
ン
の
下
水
道
、

カ
フ
ェ
『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
』
等
が
ス
ト
ー
リ
ー
よ

り
も
印
象
深
い
。

　
邦
画
で
は
こ
の
よ
う
な
経
験
は
な
い
。
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
こ
の
謎
が
解
け
た
の
は
昨
年
初
め
て
ウ

イ
ー
ン
を
訪
れ
た
時
で
あ
る
。
カ
フ
ェ
『
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
』
に
座
り
大
観
覧
車
に
乗
り
な
か
ら
、
四

十
年
前
、
戦
後
の
貧
し
さ
の
中
で
観
た
映
画
の
舞

台
に
、
今
立
っ
で
、
い
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
思

い
で
あ
っ
た
。
そ
し
で
、
ト
イ
レ
の
匂
い
が
漂
う
映

画
館
と
、
　
「
哀
愁
」
の
オ
ー
ク
が
茂
る
ス
コ
ヴ
ト

ラ
ン
ド
貴
族
の
豪
邸
や
舞
踏
会
は
あ
ま
り
に
も
キ

ャ
ッ
プ
が
あ
り
す
ぎ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
、
あ

る
。　

こ
れ
は
情
報
の
シ
グ
ナ
ル
と
ノ
イ
ズ
の
関
係
で

あ
ろ
う
。
　
「
哀
愁
」
の
映
画
監
督
が
伝
、
二
た
か
っ

た
シ
グ
ナ
ル
は
ロ
バ
ー
ト
・
テ
ー
ラ
ー
と
ヴ
，
ー
ウ

ィ
ア
ン
・
リ
ー
の
悲
恋
物
語
で
あ
っ
た
が
、
受
け

手
で
あ
る
私
の
側
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
ノ
イ
ズ

に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
．
逆
に
ス
ト
ー
り
ー
を
支

え
る
舞
台
で
あ
っ
た
は
ず
の
ス
コ
．
ト
ラ
ン
ド
貴

族
の
生
活
と
い
う
ノ
イ
ス
が
シ
グ
ナ
ル
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
情
報
の
送
り
手
と
受
け
手
の
文
化
の
大
き
な
ギ

ヤ
ッ
プ
は
、
シ
グ
ナ
ル
を
ノ
イ
ズ
に
し
、
ノ
イ
ズ

を
シ
グ
ナ
ル
に
す
る
危
険
が
あ
る
。
今
後
の
情
報

化
社
会
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
，

みなさんからの素敵な

情報を待ってます1

手に持つ扇子が重そう

　3月3日、市内の幼稚園や保育園

では、それぞれに工夫をこらしたひ

なまつ1）が行われました。

　ここ東保育園でも、年長組が牛乳

パ・・クや紙コ・ソプなどで作ったひな

人形を、年少・年中組が飾りびなを

舞台に飾りつけて、ホールはもうま

つり気分。

　　　　　　　　～　　　　　　のノ　　　　P憲轡償

　　　《　　卜
舞台では、ひな入形のようにかわ

いい一歳児・二歳児10人が手に扇子

を持ち、「うれしいひなまつり」の曲

にのって元気に踊1）ました。

電話のハートが目印です

　　ε蒲講
「’』函1

3月3日の耳の日にNTT白石営
業所の高橋所長が来庁し、市福祉事

務所に電話お願い手帳110冊とふれ

あい速達便（FAX送信用紙）70冊

を寄贈しました。

そのうち電話お願い手帳は、耳や

言葉の不自由な方やお年寄りの方が

電話をかけたいときにそれを周囲の

方に見せることによって、代わって

電話をしてもらうというものです。

もし、この手帳を見かけたら、代

わりに電話をかけてください。寄贈

された手帳とF　A　X用紙は市福祉事

務所と市民課て配イ1ゴしています、

まちかど・ズーム，八’ノ

商店街の活性化はフリーダイヤルから

蹴飼噸
卜　　　　　　　　　rンノ

　　　　　邑ノ　『　　r轡『』

監

0120－046（お城）一××××

鮎　、　　　 0　　　　7ニ
ヤ　　　　　ロ

　　　　し
ヤ　　　　　　　　　　　　ず

q　　閣　　1　　浴脚　一㌧　　　　　　　　　　　りく

－《

驕1

蓼
門

轟

市内の中心商店街が大型店対策の

切1）札として進めていたフリーダイ

ヤル（料金着信人払い電話）サービ

スが3月8日にスタートしました。

電話番号は、白石城復元にちなん

で「0120－046（お城）一〆×××」

に統一。60店（従来からの加入を含

めて72店）で運用を始め、さらに加

入を呼びかけて、加入数を100店の

大台に乗せたい考えです。

開始式はテープカ・・トに続いて、

フリーダイヤル新規加盟店のすし店

に電話し、記念にすしを注文して運

用開始を祝いました。

思いやりの大きな具

2月8日、深谷保育園児たちが、

自分たちで収穫した野菜を使ってカ

レーを作り、一人暮らしを含むお年

寄りだけの家庭に宅配しました。

深谷保育園では日頃からお年寄り

の方々との交流が活発で、材料とな

った野菜も、お年寄りの方々と・一緒

に作ったものです。

真剣な表情で野菜を洗い、皮をむ

き、野菜を切る豆コックたち。気分

はもうシェフです。

思いやりをじっくり煮込んだカレ

ーの味は、おじいちゃん、おばあち

ゃんの心にまでおいしく染みたよう

です．

　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
閲

　
　
　
　
　
　
　
『
樹

聖
、
灘
凱
、
、
珠
［
『
一

儀
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

　
　
　
　
　
　
．
議

暫掌霞

、

ぼくたちをかわいがってね

3月4日、白石川緑地公園の親水

広場わきにある芝生に、「古里に帰

った河馬」と題する彫刻作品が設置

されました。

長さ3、5メートル、高さ50センチ

の親カバニ体と長さ2メートル、高

さ30センチの子どものカバニ体が寄

1）添うように配置されています。

製作者は東京都府中市在住の彫刻

家・明地信之さん。二の作品は、白

石市と丸森町の境にある大蔵山から

とった通称・泥かぶり石を使い．現

地で製作しました、市では潤いのあ

る公園づllりの一環として、明地さ

んの作品を誘致したものてす．

心はずむ楽しい道を／

へ
腰
舜
壁
F
［
一
　
、

へ
　
　
　
　
リ
ィ
　
ロ
じ
　

一
調
舞

　2月27日・28日、創価学会白石本

部男子部の方々が、白石蔵王駅東口

前の街路樹（しだれ桜）の勇定・芯

の立て直しを行い、その根元にプリ

ムラの苗を植えました。

これは、枯れかけている街路樹を

救うとともに、色とりどりの花を咲

かせることで、歩いて楽しくなる道

路になるように行われたものです。

参加した方々は「市民の美に対す

る意識を高めるためにも、徐々に範

囲を広げていきたい」と意気軒昂に

作業に取1）組んでいました。

目指せ／あこがれの花園

白石工業高校ラグビー部（部員28

名）はいま、12月に花園ラグビー場

で開かれる全国大会を目指して燃え

ています。

廉
Fp

；
r鉾

耀

騨
ぐ

5

昨年12月の県新人大会で強豪仙台

育英高校を43－2（1で破って29年ぶり

に優勝を果たし、実力は県内のトッ

プレベル。現在は縦への突進にから

めてバ・クスが攻撃を仕掛ける多彩

な戦術に磨きをかけています。

紫と黒のジャージが花園で暴れま

わる姿も夢てはありません．

識ド
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遷
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引』マィサろ

，

手
作
り
の
お
し
ゃ
れ
を
満
喫

　
私
た
ち
洋
裁
サ
ー
タ
ル
は
、
毎
月
第

一
・
第
三
水
曜
日
午
前
十
時
よ
り
十
二

時
ま
で
、
朝
熊
先
生
と
生
徒
六
名
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
四
季
折
々
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
取
り
入
れ
、
ス
ー
ツ
、
ブ
ラ
ウ

ス
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
を
作
り
、
お
し
ゃ

れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
な
か
に
は
、

お
隣
り
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
夏
の
ワ
ン

ピ
ー
ス
や
、
娘
さ
ん
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ド
レ
ス
な
ど
を
作
っ
て
差
じ
上
げ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
朝
熊
先
生
は
と
て
も
気
さ
く
な
方
で

「
洋
裁
を
手
が
け
た
方
が
、
一
年
に
〕

枚
で
も
よ
い
か
ら
習
っ
た
こ
と
を
忘
れ

ず
に
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ

と
で
自
分
の
身
に
つ
く
も
の
で
す
よ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
習

い
始
め
た
ば
か
り
で
、
何
度
も
同
じ
こ

と
を
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
い
つ
も

親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
姉

さ
ん
と
い
う
感
じ
で
、
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
活
動
に
励
ま
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
作
品
が
完
成
す
る
と
、
次
は
何
を
作

議
糞
ー
吐

躍

佐
　
藤
　
す
い
子

鳶

　
、

聾
〆
、

滋
畠

っ
て
み
よ
う
か
と
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
を

見
て
は
、
洋
裁
の
日
が
来
る
の
が
待
ち

遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
月
二
回
で
す

が
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
で
、
だ
れ
か
が
欠
席
す
る
と

心
配
に
な
り
ま
す
。

　
洋
裁
は
、
手
と
頭
を
使
う
こ
と
に
よ

り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
ボ
ケ
防
止
に
は

と
て
も
効
果
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
仲
間
に
入
っ
て
一
緒

に
楽
し
く
や
り
ま
せ
ん
か
。
心
よ
り
入

会
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

M拠M轟夢“一一朔や一贈
，トセ　 し．、ノ＞ミ　＿

写真と文

東北植物研究会

上野雄規

ナ
ガ
八
シ
ス
ミ
レ

§
鳶
暖
蓉
討
遺
紅
一

…
㎜

　
に
あ
る
距
が
長
く
て
、

　
狗
の
鼻
を
想
わ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ

　
の
名
が
あ
る
。
花
が
咲
い
て
い
な
け

ρ
ー

幹幹壱鮎夢酔轟夢幹幹砂壷～一

　
春
を
代
表
す
る
草
本
の
一
つ
に
ス

ミ
レ
類
が
あ
る
。
2
0
を
越
す
種
類
の

な
か
で
も
、
一
度
覚
え
た
ら
忘
れ
な

い
の
が
こ
の
種
、
す
な
わ
ち
長
曙
董

（
別
名
：
天
狗
董
）
で
あ
る
。

　
ご
く
近
縁
の
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
と

比
べ
る
と
、
｝
番
下
の
花
弁
の
後
方

　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ど
天

曹

騒
、
錨
循

塚
薩
！
観
7
レ

　
　
　
，
￥
ミ

　
　
　
　
　
ス

　劇
鰍

㌶マ

恥
，

，
特
　
　
　
ゆ
帆

壕
鉄

花房山のナがハシ

合
は
、

の
が
確
実
な
方
法
で
あ
る
。

　
ナ
ガ
ハ
シ
ス
ミ
レ
は
国
内
で
は
北

海
道
・
本
州
の
主
と
し
て
日
本
海
側

に
分
布
す
る
。
し
か
し
東
北
で
は
太

平
洋
側
に
は
み
出
し
て
い
る
の
で
、

日
本
海
要
素
植
物
の
う
ち
北
方
拡
張

型
に
所
属
さ
せ
て
い
る
。

　
事
実
、
当
地
方
で
も
鉢
森
山
を
初

め
と
し
て
花
房
山
、
青
麻
山
、
大
町

な
ど
に
広
く
分
布
し
f
、
い
る
。
コ
ナ

ラ
や
ア
カ
マ
ツ
林
に
入
れ
ば
、
容
易

に
出
会
え
る
春
の
妖
精
で
あ
る
．

　
昭
和
4
9
年
（
一
九
七
四
）
4
月
2
8

日
、
宮
城
植
物
の
会
観
察
会
が
鉢
森

山
で
開
か
れ
た
と
き
、
こ
の
種
の
純

白
品
が
発
見
さ
れ
た
。
ヲ
て
の
後
、
こ

れ
は
世
界
で
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

型
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

学
名
に
フ
ォ
ル
マ
・
ア
ル
ビ
フ
ロ
ー

ラ
・
ウ
エ
ノ
、
和
名
に
シ
ラ
ユ
キ
ナ

ガ
ハ
シ
ス
ミ
レ
と
命
名
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
原
産
地
で
は
ス
ギ
の
成
長
に

伴
っ
て
現
れ
な
く
な
っ
た
が
、
幸
い
、

62

年
に
越
河
で
再
確
認
さ
れ
た
。
白

石
か
ら
世
界
の
植
物
戸
籍
簿
に
登
録

さ
れ
た
二
番
目
の
種
類
で
あ
る
。

れ
ば
ほ
と
ん
ど
区
別
は
で
き
な

い
。
葉
に
毛
が
全
く
生
え
な
い
、

葉
の
裏
が
紫
を
帯
び
る
な
ど
の

点
が
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
と
分
け

る
わ
ず
か
な
手
が
か
り
に
な
る

よ
う
だ
。
栄
養
器
官
だ
け
の
場

　
庭
に
移
植
し
て
翌
春
調
べ
る

、
↑
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噸仕事について

　　看護助手になってはや2年。ドクター

　や看護婦さんのように患者さんには直接

　何かしてあげられないので、患者さんと

　の会話を大切にしています。

り今、夢中になっていること

　　バレーボールが大好きで、毎年行われ

　る5市病院の大会に私も選手の一員とし

　て参加しています。今年もまた、選手の

　一員に選ばれましたら、優勝できるよう

　にがんば1）たいですね。

の
ポ

，
♂

公立刈田綜合病院

佐竹　美和さん

　（23歳・蔵王町）

り夢や目標

　　いろいろな所を旅して、いろいろな物

　を見て、おいしい物をたくさん食べて、

　そしてたくさんの人と素敵な出逢いがで

　きたら最高ですね。

り白石市に望むことや白石市の良いところ

　お年寄りの方がどんどん増えているの

　で、こういう方々が楽しめるような施設

　か、白石市にもできればいいなあと思っ

　ています。

り理想のタイプ

　誰にでも優しくできる八がいいですね。

●・

躍
生
涯
学
習

㈹
　
…
㎜
…
㎜
鋼
灘

● ●●●●●●●●●

　　横笛にチャレンジ／

　志賀千賀子さん
　　　（白石市田町）

　楽器というものには一切縁のなかった私でし

たが、今年は5月から碧水園で、　「潮風の会」

横笛入門教室が始まると聞き、ひとつチャレン

ジしてみようかなと思っています。

　3月28日には鯉沼先生と、女性のお弟子さん

によるコンサートも行われますので、ぜひ出か

けてみて、今後の励みにしたいと思います。

剤郎

琶
1
1
旨
旨

文
芸

『

皿
國
圏
川

股
兵
三
遷

τ
子
も
逝
き
て
讐
し
わ
れ
天
原
謄
本
を
見
る

も
哀
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

　
ほ
の
ぼ
の
と
生
き
る
温
も
り
伝
わ
り
き
生
れ
し
孫
を

そ
っ
と
抱
け
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

強
風
に
の
り
て
飛
び
来
し
白
鷺
は
春
耕
の
田
に
舞
降

り
て
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

八
十
路
記
念
に
「
般
若
心
経
」
写
経
し
て
供
養
を
願

　
い
友
に
贈
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

寒
き
｝
日
を
働
き
帰
る
夫
の
顔
明
る
き
笑
み
に
夕
べ

安
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

孫
達
の
出
か
け
し
後
の
静
け
さ
よ
二
人
の
夕
餉
に
冬

の
夜
は
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

か
が
り
火
は
松
の
木
肌
に
赤
々
と
照
り
映
え
に
け
む

－

ー
ト
ー
　
　
p
　
ー
ト

大
き
城
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

予
期
も
せ
ぬ
友
の
計
報
に
声
も
な
く
終
り
あ
る
身
の

は
か
な
さ
に
叩
犬
く
　
　
　
　
　

一
條
芳
子

夜
釣
り
す
る
船
ほ
つ
ほ
つ
と
灯
を
点
し
薄
墨
色
の
沖

に
出
で
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

大
風
に
古
き
梅
の
木
た
お
れ
た
り
庭
の
風
情
を
惜
し

み
い
と
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
田
き
み
子

「
評
」
　
首
目
、
続
い
た
不
幸
に
人
生
の
僅
を
感
じ

ひ
と
り
謄
本
を
見
る
姿
に
同
情
の
涙
が
出
る
思
い
。

強
く
生
き
て
く
だ
さ
い
。
二
首
目
、
生
れ
た
み
ど
り
児

の
生
命
の
温
も
り
が
読
む
も
の
に
も
伝
わ
る
作
品
．

三
首
目
、
白
鷺
の
端
正
な
姿
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て

美
し
い
作
品
で
あ
る
。

夕
映
え
に
来
て
枯
葦
の
風
を
聞
く

万
両
の
一
粒
づ
つ
に
光
り
陰

百
両
に
優
る
万
両
実
沢
山

貞
　
二
選

佐
藤
周
子

鈴
木
民
子

日
下
　
　
文

1

旨
旨
唐
霞
‘
ー
『
｝
．
賭
窄
｝
」

川
に
立
つ
霧
水
鳥
を
包
み
け
り

木
々
わ
た
る
風
に
も
春
の
き
ざ
し
あ
り

築
城
の
巨
岩
吊
り
上
げ
寒
日
和

藪
の
中
日
だ
ま
り
辺
り
匂
ふ
梅

外
灯
の
淡
き
光
や
寒
椿

老
の
身
に
侮
り
難
し
春
の
風
邪

暖
冬
に
雪
割
草
も
花
早
め

「
評
」
一
句
目
、

音
が
は
っ
き
り
聞
か
れ
る
。

若
桑
げ
ん
じ

三
浦
愛
嶺

鈴
木
鉄
二
郎

岩
沢
　
伍
峯

八
島
三
郎

高
橋
正
雄

近
内
　
キ
ヨ

　
　
　
　
　
夕
映
に
ゆ
ら
い
で
い
る
枯
葦
に
風

　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
両
方
の
つ
ぶ

ら
な
実
に
一
つ
一
つ
光
と
陰
が
あ
る
。
三
句
目
、
万

両
の
方
が
百
両
よ
り
よ
け
い
実
を
も
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
写
生
の
技
巧
。

〇
四
月
二
十
五
日
（
日
）
吟
行
会
を
行
い
ま
す
。

鈴
木
誤
差
選

純
白
の
手
袋
振
っ
た
は
ず
な
の
に

残
り
火
を
燃
や
し
て
生
き
る
舞
扇

交
通
死
机
上
に
積
ん
で
い
く
文
化

斎
藤
夢
太
郎

一
条
芳
子

小
野
嘉
津
子

コ
タ
ツ
か
ら
立
っ
た
ら
と
る
物
ふ
と
忘
れ
八
嶋
　
昭
男
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

何
も
か
も
揃
っ
て
い
る
か
嫁
不
足
佐
藤
武
蕊

不
倫
と
い
う
文
字
に
こ
だ
わ
る
戦
中
派
近
江
孫
太
郎
聾

ゴ
ミ
ま
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
新
時
代
岩
松
皇
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

手
鏡
の
馬
鹿
正
直
に
腹
が
立
ち
　
　
　
斎
藤
　
平
吉
輌

北
帰
行
助
走
は
じ
め
る
渡
り
鳥
　
大
沼
妙
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
皿
一

風
切
っ
て
春
眠
と
行
く
新
幹
線
　
　
　
佐
藤
　
喜
棚
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

「
評
」
　
｝
句
目
、
国
会
か
ら
首
長
、
地
方
議
員
様
ま
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

で
、
お
よ
そ
選
挙
に
立
つ
時
は
純
白
の
手
袋
で
し
た
の
冒
遭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

に
。
二
句
目
、
日
本
舞
踊
を
舞
う
時
、
若
さ
が
た
だ
艇

よ
い
毛
三
句
目
、
交
通
死
が
増
室
方
、
文
　

化
が
益
々
高
度
に
な
っ
て
行
く
な
ん
て
イ
ヤ
で
す
　
　
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炬

毎
月
圭
日
ま
ε
一
人
三
萸
蕎
ま
た
は
八
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

勧
擁
難
謂
馨
薩
室
広
　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
『

　
　
　
瞠
輿
｝
『
匡
阯
臨
嘆
睡
陰
顧
岡
■
爵
醍
応
」



◎

愚

圃

O
i
：

固

⑪

◎
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白石市役所　費25－2111
㊨一問い合わせ先㊦）・…内線

市
役
所
は
四
月
一
日
か
ら

　
　
毎
週
士
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す

市
役
所
で
は
、
四
月
か
ら
国
、
県
と

　　　　　　　　　　機

　を複音礎雛行構
　ぎ繕適課犠に
　唖蕪離藷な
　　蓋藤鶏縫　り
　　錫欝と獣雫ま
　　す谷配がい　　蟹喜聡4　し
　　講写次罫　た

爵
・

同
様
に
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
施
設
は
従
来
ど
お

り
土
曜
日
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
課
の
窓
口
業
務
に
つ
い

て
は
、
先
月
（
3
月
号
）
の
広
報
に
詳

し
く
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

●
学
校
等

　
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

　
　
（
第
二
土
曜
日
は
休
業
で
す
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
保
育
園
、
児
童
館
、
老
氏
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
そ
の
他
の
施
設

　
市
民
体
育
館
・
市
民
会
館
、
地
方
卸

売
市
場
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
働
く

婦
入
の
家
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

古
典
芸
能
伝
承
の
館
、
中
央
公
民
館
、
図

書
館

※
機
構
改
革
、
完
全
週
休
二
日
制
に
つ

◆市役所本庁舎

　　　　　　　民生部・市民課、福祉事務所

　　　　1＿　総務部・税務課
　　　　　　　収入役の補助組織・会計課

国
　　産業部・農林課、地籍調査室、商工観光課

　　士木部・建設課、都市計画課、下水道課

　　農業委員会事務局

総務部・総務課、秘書広報課、企画財政課

　　　　地域振興課、工事検査室

選挙管理委員会事務局
膣

　　　　教育委員会・管理課、学校教育課、生涯

　　　　　　　　　　学習課

　　　　監査委員事務局

謄■議会事務局

◆健康センター

　　　　控　民生部・生活環境課、保健課

4月1日からO

／下水道の供用開始

地域のみなさんへ

　
四
月
一
日
か
ら
下
水
道
の
供
用

開
始
地
域
の
み
な
さ
ん
に
は
、
受

益
者
負
担
金
、
排
水
設
備
工
事

（
宅
内
水
洗
化
）
な
ど
に
つ
い
で
、

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
，
該
当

す
る
方
に
は
、
別
に
説
明
会
開
催

の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
排
水
設
備
の
設
置
は
、
下

水
道
法
に
よ
り
三
年
以
内
に
済
ま

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
、

　
排
水
設
備
な
ど
の
工
事
は
、
「
白

石
市
公
認
排
水
設
備
工
事
等
工
事

業
者
」
に
直
接
依
頼
し
で
、
く
だ
さ

い
，
工
事
業
者
も
一
度
に
多
く
の

依
頼
が
き
ま
す
と
、
な
か
な
か
工

事
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
、
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
依

頼
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す
。㊨

市
下
水
道
課
総
務
係
㊨
二
七
二

圓保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

　
平
成
四
年
度
（
平
成
四
年
四
日
か
ら

平
成
五
年
三
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
発
行
し
た
納
付
書
で
平
成
四
年

度
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
の
は
、
今

月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
年
金
を

受
け
る
と
き
に
、
年
金
額
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
納
め

ま
し
よ
・
つ
。

四
月
か
ら

　
　
国
民
年
金
の
年
金
額
が

　
　
　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
昨
年
の
消
費
者
物
価
が
、
丁
六
パ

ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
五
年
四
月
か
ら
年
金
額
も
一
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　老

齢
基
礎
年
金

　
年
額
　
7
2
5
、
目
0
0
円

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
7
3
7
、
8
0
0
円

障
害
基
礎
年
金
（
隅
級
）

　
年
額
　
9
0
6
、
6
0
0
円

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
9
2
1
、
6
0
0
円

　
障
害
基
礎
年
金
（
二
級
）

　
　
年
額
　
7
2
5
、
3
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
7
3
7
、
3
0
0
円

　
遺
族
基
礎
年
金
（
子
『
人
）

　
　
年
額
　
9
3
4
、
4
0
0
円

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
日
4
9
、
8
0
0
円

　
老
齢
福
祉
年
金

　
　
年
額
　
3
7
1
、
1
0
0
円

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
3
7
7
、
．
3
0
0
円

　
引
き
上
げ
ら
れ
た
年
金
額
で
の
支
払

い
は
、
六
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

老
齢
福
祉
年
金
は
、
八
月
か
ら
で
す
。

　
年
金
を
受
け
る
た
め
、
毎
年
一
回
手

続
き
を
し
て
い
る
「
現
況
届
・
身
上
報

告
書
」
の
証
明
手
数
料
が
、
こ
の
四
月

一
日
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
白
石
市
手
数
料
条
例
が
改
正

さ
れ
、
現
況
届
・
身
上
報
告
書
（
恩
給

受
給
に
つ
い
て
の
も
の
を
含
む
）
の
証

明
は
、
公
的
、
私
的
年
金
の
別
を
問
わ

ず
無
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
届
出
は
今
ま
で
ど
お
り
必

要
で
す
の
で
、
市
民
課
ま
た
は
各
事
務

連
絡
所
で
証
明
を
受
け
、
遅
れ
な
い
よ

う
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

㊥
市
民
課
市
民
係
㊨
一
三
一
～
一
三
四

回
瀧
羅
”
羅
の
方
に

市
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

　
今
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

こ
の
年
齢
に
な
る
方
で
、
今
年
三
月
三

十
一
日
現
在
日
本
国
籍
を
も
っ
て
お
り
、

白
石
市
に
お
住
ま
い
の
方
に
市
敬
老
祝

金
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

o
市
敬
老
祝
金
額

　
満
7
7
歳
～
8
7
歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　
　
　
年
額
　
　
五
、
0
0
0
円

　
満
8
8
歳
～
9
9
歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　
　
　
年
額
　
一
〇
、
○
O
O
円

o
持
参
す
る
も
の
　
通
知
書
、
印
鑑

o
そ
の
他

　
受
領
は
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

　
　
（
印
鑑
は
ご
本
人
の
も
の
）

※
百
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
後

　
日
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

※
通
知
書
は
四
月
一
日
付
け
で
発
送
し

　
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
る
方
で
通
知
が

　
な
い
場
合
は
、
市
福
祉
事
務
所
総
務

　
係
㊨
一
五
四
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
．
斥
斤
　
　
斤
斤
　
テ

　
所

日程表
場　　　　所

白石市福祉事務所

越河事務連絡所

斎川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

小原事務連絡所

白石市福祉事務所

白石市福祉事務所

時間月日

上
寸
　
　
土
寸

前
　
後

午
　
午

4月

1∩日

地区

白石

越1可

斎川

麦鷹硬

白川

小原

月午前9時
　～日午後3時

肇大

福岡

回　
今
年
度
も
身
体
障
害
者
手
帳

「
一
級
」
ま
た
は
、
療
育
手
帳

「
A
」
を
お
持
ち
の
方
（
施
設

入
所
者
等
を
除
く
）
に
対
し
て
、

助
成
券
（
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社

に
お
け
る
基
本
料
金
相
当
額
割

引
券
）
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

福
祉
事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

o
持
参
す
る
も
の

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

　
　
療
育
手
帳

　
・
印
鑑

○
申
請
期
間
　
平
成
五
年
四
月

　
一
日
よ
り
随
時
行
い
ま
す
か
、

　
な
る
べ
く
四
月
中
に
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
が
一
ヵ
月
遅
れ
る
ご
と

　
に
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

㊨
市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
㊦
一
五
六

　いま学校の施設を広く開放しています。手続きにつ

轟雛臨，た、、教育委員会生，厘学習課圃

全日
7　　　　　　　　午前6時～正午

施設名　　　正午一午後5時
　　　　　午後5時～午後9時／

校庭等

の使用

は無料
です。

1，100円410円

540円200円

第一小、第二小
斎川小、大平小
小原小・中、東中

白石中

越河小、大鷹沢小

白川小、福岡小

深谷小、南中
白川中、福岡中

体

育

負官

1時間　820円
白石中武道館
第一小屋外照明



揚げ油の劣化

　（いたみ）にこ注意

　油を何度も繰り返し使っている

と泡立ちが多くなり、いやな臭い

がしたりしてきます。これは油が

いたんで古くなった証拠。

　植物油を適量とることは、健康
な体を保つ上で大切ですが、古く

なった油を無理して使うと、その

毒性のために下痢や吐き気をもよ

おしたり、動脈硬化などの要因と

もなります。

　油のいたみを防ぐための保存上
の注意点は次のとおりです。

・低温で保存する。

・空気にできるだけふれないよう

　に密封する。

・光に当たらないよう暗い所に保

　存する。

　古くなったと思ったら、おもい

きって捨てましょう。ちなみに開

封しない新しい油でも月日がたて

嘗たんできます・　』

　
　
　
　
　
　
　
　
●
－

　
、
、
ー
、
ノ
　
き

　
　
k
＼
，
変

　
　
　
　
　
　
　
　
●
・

〔
材
料
）
4
人
分

春
巻
き
の
皮
4
枚
、
の
り
2
枚
、
こ

ん
に
ゃ
く
8
0
9
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
60

9
、
に
ん
じ
ん
6
0
9
、
と
ろ
け
る
チ

ー
ズ
4
0
9
、
ハ
ム
4
0
9
、
揚
げ
油
適

宜
〔
作
り
方
）

●
こ
ん
に
ゃ
く
は
薄
い
そ
ぎ
切
り
に

す
る
。
棒
状
に
切
っ
た
に
ん
じ
ん

と
ア
フ
、
ペ
ラ
ガ
ス
は
塩
ゆ
で
に
す

る
。

②
春
巻
き
の
皮
の
上
に
、
半
分
に
切

　
っ
た
の
り
、
そ
の
上
に
こ
ん
に
ゃ

く
を
の
せ
、
さ
ら
に
他
の
材
料
を

藍饗
の
せ
て
包
み
、
珊
℃
く
ら
い
の
低

め
の
温
度
で
揚
げ
る
。

＠
◎
⑪
●
0
⑫

　意外

な
組
み
合
わ
せ
が
な
ん

と
も
い
え
な
い
お
い
し
さ
の
秘

訣
。
し
ょ
う
ゆ
な
ど
か
け
な
く

て
も
、
チ
ー
ズ
、
ハ
ム
の
塩
分

で
充
分
，

　
「
パ
ー
ト
求
む
」
。
三
十
代
主
婦
A
子

さ
ん
の
も
と
に
、
一
通
の
パ
ー
ト
募
集

の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
ハ
ガ
キ
に
は
主

婦
の
家
庭
生
活
に
全
く
支
障
の
な
い
勤

務
時
間
、
高
い
時
給
な
ど
好
条
件
が
ズ

ラ
リ
。
A
子
さ
ん
は
す
ぐ
に
業
者
へ
申

し
込
ん
だ
。

　
す
る
と
業
者
か
ら
「
仕
事
内
容
の
説

明
を
し
た
い
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
A

子
さ
ん
宅
で
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
や
っ
て
来
た
女
性
販
売
員
は
女
性
用

下
着
の
カ
タ
ロ
グ
を
広
げ
た
。
パ
ー
ト

の
仕
事
内
容
は
女
性
用
下
着
の
訪
問
販

売
だ
っ
た
。

　
下
着
の
販
売
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
A
子
さ
ん
は
、
「
恥
ず
か
し
く
て
販
売

で
き
な
い
」
、
「
こ
ん
な
高
い
値
段
で
は

白石市食生活改善推進員

）
売
る
自
信
が
な
い
」
と
断
る
と
、

肌
売
員
は
「
こ
れ
を
使
用
す
る
と
、

・
イ
ン
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
よ
」

度
は
し
つ
こ
く
購
入
を
勧
め
た
。

、
、
A
子
さ
ん
は
パ
ー
ト
契
約
の

四
、
下
着
購
入
と
い
う
羽
目
に
な

）
ま
っ
た
。

階
を
受
け
た
日
が
契
約
か
ら
八
日

ち
た
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
A
子

哩
業
者
に
契
約
解
除
通
知
を
郵
送

一
こ
ろ
、
後
日
支
払
い
金
が
返
還

層
o

…
な
に
勧
め
ら
れ
て
も
、
は
っ
き

『
態
度
で
相
手
に
接
す
る
よ
う
に

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

たしどれたんで内狽てずし式の性て
いたんたとはきだ談しがてワラ販も

しi）　さしさが以　 つはそと体女と

梶川かないきん
　（斎IID

〔単位：円）

品　　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　糖
しょうゆ
サラタ油
マーガリン

牛　　乳
　タ
アf一ンユヘーヘー

ラ　　　 プ

羅

修

（‘

ノ疋一卜契約が下着購入1こ￥

一解除通知郵送で解決

1》

並食1袋6－8枚切
規　　　格

薄力粉1kg
袋入り1009

上白糖1kg
上級濃口1£ポリ容器入リ

ポリ容器入り700g
カルトン入リソフ1・225g

紙容器入り1，000cc

カルトン入り2259
400枚佗00組）紙箱入リ

幅30cm、長さ20m

平均価絡

153

222

　83
249

303

345

198

220

375

127

229

対前年同月比

十　8
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十　17
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　150
　255
7

18

47

11

19

安値
150

200

　80
240

290

260

190

198

358

　82
204

品　　目
アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
κ一マネント料

クIl一ニンク

カレーライス

灯　　　油

レキュラーウノll．

軽　　 油

7ロハ》ウ久

幅25cm、長さ8m
規　　　格

綿化徽用無リン抵箱入り
審農縮ノ1、型工．5kg八

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿
1麗店頭価額

1槻配達料込価格

1尼現金

1坦現金

10m」

　調査月日1平成5年3月1日

　　　　高値　　　　　　安値　対前年同月比
135

平均価格

　　　14　　　　165　　　　　　101
　　　　　　667

785
　　　　850　　　9
1，900　　　　2，000　　　　　　1，700　　十260
5，960　　　　6，500　　　　　　5，800　　－280193

　　十　8　　　　　　180　　　　200533

　　　　600　　十6呂　　　　　　500874
　　　　92【）　　一16，2　　　　　　834915
　　　　950　　　　　　390　　－21．95
　　・一2．51　　　　　　119

123

　　　　127
　　　　　30　　　　　　70　74　　十3．89
5，2呂9　　　　5，と171　　　　　　4、911）　　十265

今年も、4月6日から春の交通安全運動が始

まります。

昨年は、県内での交通事故による死亡者数は、

186名と前年よ1）20名増加し、当市においても、

3名と前年と比べて1名増となっておi）ます。

今年は、3月16日現在、県内での交通事故に

よる死亡者数は41名となってお1）、前年より3

名の減少となっております。

交通事故による犠牲者を一入でも少なくする

ため、市民の皆さんの本運動へのご協力をお願

いいたします。

安全運転のための

　　　　　　　　　　　　　～15日㈲

7つの事故を防ぐポイント

は「安全運転5則』です

ほとんどの交通事故は、次の7つ

の形態に分類できます。

　1．歩行者との衝突

　2．自転車との衝突

　3．出合頭の衝突
●

　4．追突
　5．正面衝突

　6．右・左折時の側面衝突

　7．単独
Q：これらの事故を防ぐには？

　　　　鼎
A：「安全運転5則」を確実に実践

　し、習慣化する。

　　　安全運転5則一
　1．安全速度を必ず守る

　2．カーブの手前でスピードを落とす

　3．交差点では必ず安全を確かめる

　4、一時停止で横断歩行者の安全を

　　守る
　5．飲酒運転は絶対しない

之吻eプ2弘

’雛・コー纒）

　シートベルトとヘルメットが

　最後の事故防衛です

あなたが安全運転していても、“欠

陥ドライバー”がいて、居眠り運転

などで突っ込んでくることもあります。

この万一の事故のとき、あなたの

手で支えられる衝撃は10km／h以下。

双方わずか30km／hの正面衝突でも

ドライバーと助手席乗員がフロント

ガラスを突き抜けていくほどの衝撃

があ酢）ます。こんなとき、あなたを

守るのは車ではシートベルト、そし

てバイクではヘルメットです。

10km／hの速度アップで

致死率は倍になります

人身事故のうち何件が死亡事故に

なるかの確率を致死率といいますが、

それを調べたデータによると、次の

ようなことが言えます。

・事故に至った直前の速度が10km

　／hアップするごとに致死率は

　倍加しています。つまり、具体

　的には、80～100km／hの致死率

　は40－50km／hの致死率の10倍

　近くにな1）ます。

　・夜間の事故の致死率は昼問の事

　故の3倍にものぽっています。

　　　　軸
　「事故に遭わない、遭わせない」

はドライバーとしての絶対事項です

が、不幸にして事故に至ったときの

リスタやダメージも念頭において、

スピードコントロールを心がけてく

ださい。

●

“ゆるめません

　　　心のブレーキ帰宅まで野
本年2月末日、J　R白石駅の歩道

橋に市民の交通安全思想の普及と交

通事故防止を祈って、交通安全標語

の看板を市、警察署、交通安全協会

の協力で設置いたしました。

家庭崩壊にもつなが1）かねない交

通事故に遭わないよう、またおこさ

ないよう、この標語の言葉を心に刻

みこんでいただきたいと思います。

／
！

一一謬渉
篇拶
　　　町Pμ五『』　　　一トn面
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●申込期間4月1日～4月18日　●託児満3歳以上（昼間のみ）

◆いきいき手作り講座　　　　　　　　　　　（敬称略）

種別

ぺ1ソチ

ワーク

手編み

籐工芸

アート
フラワー

期　間

4月～12月

4月～12月

4月～7月

9月～11月

4月～12月

曜日・時間

第1・3㈱
10：00～12：00

第1・3㈹
10：00～12：00

第い3因
10：00～12：00

第2㈹
10：00～15：00

内容・定貝

基礎と小物製作　20

棒・かぎ針・一本針

で基礎から　　　　15

いちごのふた付小物入

Xマスツリー・リースなど10

コサージュ・ブーケ

　　　　10

講　師

高野恵子

大庭寿枝

橋浦芳子

本間　薫

◆実用と趣昧講座

種別

料　理

いろんな

国の料理

利百芸園

漢詩と

吟講座

襲
7お

着　付

ム
甑由

ペン習字

期　間

4月～12月

4月～12月

4月～1！月

4月～9月

4月～12月

4月～12月

4月～12月

4月～9月

曜日・時間

第い3㈹
10100～12：00

第姻
10100～12：00

第2・4〔水）

10：00～12：00

第2・4困
13：30～15130

第2・4因
10：00～12100

第2・4㈱
18：00～20：00

第1・3御
10：00～12：00

第2・4㈹
18：30～20：30

内容・定員

料理の基礎　　18

外国の代表的な料理18

家庭菜園の基礎　　25

入門コース　　　　IO

入門コース（生田流〉10

初心者コース（日本

和装文化学院）　　10

入門コース　　　　10

入門から実用まで　20

講　師

畠　つね

畠　つね

白石農業
改良普及所

佐藤雄風

橘　美佑

佐藤ユIl子

阿部正喜

永井、忠雄

◆健康講座
種別

健康体操

期　間

4月～12月

曜日・時間

第1・3㈱
10：00～12：00

内容・定貝
腰痛・肩こりを楽しくリズム

に合わせてほぐそう　　15

講　師

八巻奈美子

◆高齢化社会講座（定員25名）

日　時

5月13日㈱

6月10日術

7月8日㈹

7月14日㈹

内 容

リズムに乗って健康体操

陶工芸

リズムに乗って健康体操

サッポロビール仙台工場見学

場　所

婦入の家
北白川園芸

婦入の家
名　取　市

講　師

八巻奈美子

鈴木和江

八巻奈美子

◆ふるさとの山を観る（定員2路）

日　時

4月22日凶

5月12日㈱

7月23日働

10月7日㈲
11月16日（火）

内 ｛谷

ミズバショウの群生地を訪ねる

白石川の水源地をみる

刈田岳から熊野岳を歩く

えぼしの秋を観る

町の中の樹

場　所
三住野営場

湯原ほか
刈田岳、熊野岳

えぼしスキー場

婦人の家

講　師

有信刀
｝

し
て
ロ

度ーぞ

◆介護講座一老人介護一（4回コース　定員20名）

6月15日㈹
～18目轡

9：30司5：00
老人介護について

（婦人の家）

日本赤十字社

宮城県支部

◆手話講座（定員10名）

4月一一2月
第い3（火）

10：00～12：00
手話入門 千葉美喜子先生

詳しくは、働く婦人の家　a25一一5095へ。

4月の休館日　5・11・19・25・29日

一　　　　■

◆定期講座（平成5年4月～平成6年2月）

講座名

日本舞踊
直派若柳流

洋　裁

書　道

茶　道
裏千家流

手編み

’
田
話

民

ペン習字

華道池坊

華道

小原流

英会話

きもの着付

曜日

月

月

月

火

か
火

第

火

レ
火

第

木

金

野
金

第

金

時聞

18：30～

19：00～

19：00～

伸08

18：30一

19：00～

18：30～

18100～

19：00～

19：00～

18：30一

月額教材費

料鉦
｛

材料代実費

教材費600円

菓子代400円

材料代実費

無料

料鉦
…

花材代実費

花材代実費

無料

無料

容内

古典から創作まで

基礎から作：品まで

個人別の指導で

入門コース

棒かぎ針の基礎から

初めての入でもOK

基本から実用まで

四季の花に親しむ

生活の中に花を

初級1中卒程度）

基礎から一人で着れ

るまで

口
貝定

15

15

15

20

15

15

15

20

20

20

15

◆クラブ・サークル

名 称

ド

ト

ニューシヤトルズ

、
！

、
！

平－
大

白石B　C

卓球クラブ

硬式テニスクラブ

曜日

月・木

月・木

水・金

木

金

時間

19100～

19：00～

19：00～

19：00～

19100～

場　所

福岡小

大平小

㊧小平小

㊥ホーム

ホーム

益岡公園

月額会費

1，000円

1，000円

料無

無　料

コート代

実　費

★申込方法　電話及び直接来館のうえお申し込み願いま

　　　す。　（利用者会会費　年間500円）

★受付時間　午後！時～午後9時

★申込期間　3月15日（月）開講日4月20日（火）まで

★申込資格　おおむね30歳程度までの市内に居住または、

　　　勤務している方（求職中も可）

※申込入数が定員に満たないときは開講しない場合も

　あります。

★開館時間　午後1時一一午後9時

★休館日　日曜、祝日、12月28日～1月4日

白石市勤労青少年ホーム

白石市益岡町1－16盈25－3720

豊かなくらしを考える　みんなの土地を考える

　
土
地
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
金
も

う
け
の
道
具
に
し
て
土
地
こ
ろ
が
し
を

す
る
な
ん
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

3
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
わ
れ
て

　
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
み
ん
な
が
計
画
に
従
っ
て
お
互
い
の

利
益
が
増
す
よ
う
に
、
み
ん
な
で
仲
良

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
ふ
う
に

土
地
を
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
． 日

土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
に
従

　
っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

　
す
。

　
土
地
な
く
し
て
は
工
場
を
作
っ
た
り

生
活
も
仕
事
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
貴
重
な
土
地
だ
か
ら
こ
そ
、

土
地
に
は
公
共
的
な
性
格
に
ふ
さ
わ
し

い
制
限
や
負
担
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
地
価
公
示
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
役
所
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
へ
。

qD

土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が

　
優
先
し
ま
す
。

㌶ていまサか爵

土地基本法では、みなさんに守

っていただぎたい、次の4つのこ

とを「土地についての墓本理念」

として定めています。

月は「土地月間」です

　
ま
わ
り
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
生

じ
る
利
益
に
は
、
適
切
な
負
担
を
し
て

い
た
だ
き
、
社
会
に
返
し
て
も
ら
う
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
価
公
示
価
格
と
は
？

　
毎
年
三
月
に
国
土
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
、
標
準
的
な
土
地
（
こ
の
土
地
を
標

準
地
と
い
い
ま
す
）
の
価
格
で
す
。

　
土
地
売
買
の
時
は
、
ま
ず
、
地
価
公

示
価
格
を
調
べ
、
売
買
の
目
安
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　
地
価
公
示
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど

を
細
か
く
記
載
し
た
書
面
は
、
市
役
所

企
画
財
政
課
に
、
宮
城
県
内
の
も
の
が

全
部
そ
ろ
え
て
あ
り
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
無
料
相
談
〉

　
（
社
）
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
が
、
四

月
に
全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
な
ど

で
、
土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

　
開
催
場
所
、
開
催
日
時
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
宮
城
県
企
画
部
土
地
対
策
課

（
費
〇
二
二
－
二
一
一
ー
二
四
四
四
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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㈱
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
に
応
じ

　
て
適
切
な
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
。

4月1日から本の貸出し登録番号

の書きかえを行います

書きかえは、備え付けの用紙に住

所、氏名、電話番号などを書いて受

付に出してください。はじめて利用

される方も、受付で登録の手続きを

済ませてから本を借1）てください。

移動図書館“こまくさ号”でも、

4月から登録番号の書きかえを行い

ますので、利用されるときに手続き

をしてください。

　〈平成5年度利用案内〉

○利用できる方は、白石市内に住ん

でいる方または白石市に通勤、通

学している方です。

O本は一入5冊まで15日間借1）られ

ます。　（新刊雑誌は3日間、ベス

トセラーは5日間、グループの場

合は1か月間の貸出しとなります）

○読書相談、調査研究などをご希望

の方は、係に申し出てください。

◎4月から休館日が変わります’

毎週月曜日が休館日とな計）ます。

（月末日と祝日は従来どおり休館日

です．〉

図書館利用案内
○開館時間

火～土曜日　9時～17時
日　　曜　　日　　10日寺～16日寺

○休館日

月曜日、毎月末日、国民の祝日、

10月1日～10月10日（館内整理の

ため）、年末年始、その他

04月の休館日
5　日　・12日　・19日　・26日・29日（卒兄）

　・30日（月末整理日）

一一一一新着図書案内（抄）一一一
1．ト）プに学、三｛行動指針200訓・豊富な話

材で職場の活性化　　　　　赤根　祥道著
2．良寛をめぐる入々　　　齋藤　廣作著
3．昭和史と私　　　　　　　林　健太郎著
4・時効のすべてかわかる本　尾関孝英共著

　　　　　　　古橋隆之
5．東欧革命　一権力の内側で何か起きた
か一　　　　　　　　　　三浦　元博
　　　　　　　　　著　　　　　　　山崎博康
6．アレルキーか治らない理由

　　　　　　　干葉友幸　　　　　　　　　著　　　　　　　平馬直樹
7．かん、早期発見の安心百科主婦と生活杜
8．創f乍たまご料理　　　　写真・佐藤洋一

　　　　　　料理・家中あい
9．季節別手作リ食品入門　　主婦と生活社
10．図説・アマゾンー大森林の破壊一

　　　　　　芝生瑞和・文
　　　　　　桃井和馬・写真
11．居酒屋礼讃　　　　　　　森下　賢一著
12．轍の文化史・ノ・、力車から自動車への道

　　　　　　　斎藤俊彦著
13．それても事故は起こった　天貫　　隆著
M．七大陸最高峰に立って　　田部井淳子著
15．男はつらいよ寅さん読本・監督・出演者

とたどる全足跡　　　　　寅さん倶楽部編
16．カラオケ上達読本・二こを直せばク’と

良くなる5りのテクニ・ク　　井上　良治著
17．スヒー手・あいさっ実例全集・最新版

18．日本語教師という仕事　　佐々木瑞枝著
19．悲しくて明るい場所　　　曽野　綾子著
20，生きて迷わす死して悔やます

21．紳士の条件
22．雪のドレス
23．　♀乎雲の黄U

24．それは経費で落とそう
25．嵯峨御絵巻

26．ヴィーナス・シティ
27，安積の釆女
28．男と女のキビ団子
29，ピア～教師マタム・

30．殺入コレクション

　　　ヘンリー・

スサ』一ツカ

B・

　　　　　スレツ

　子どもの本
31．ヤキとライオン　　　　　内田莉蕩子文

　　　　　むかいなかまさ・絵
32．うそん子ほん子　　　　　中島　信子作
33．手にえかかれた物語　　　岡田淳作・絵
34．恋して幽霊研究部・学園七不思議にキャ

ーノ7　　　　　　　　　　　　　　　　吉野一禾恵・イ乍

　　　　　　　耳戸行音・画
35．、kうさんは忍者　　　　　八束億f・作

矢田　壮一著

諸井　薫著
高橋三千綱著

古川　薫著
吉村達也著
平岩弓枝著
岡田嘉夫絵
柾　悟郎著
陣野重喜著
林真理子著

ルーベンス著

サー「ほか」編



公立刈田綜合病院看護婦

随時募集しています

O応募資格
　・看護婦の免許取得者

　・満年齢36歳未満の方

　手続きなど詳しくは、公立刈田綜

合病院庶務課人事係智25－2145〔内

線）323へ。

平成5年度
白石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で高等学校以上の学校または、こ

れと同等の学校に在学する学術優秀、

品行方正、心身ともに健全で経済的

事由により学資の支弁の困難な学生

を対象に奨学生を募集します。

区　分

大学生

短大生

生校盲
同

募集入員

5入以内

3人以内

2人以内

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

　※募集人貝は、応募状況により変

　更する場合もあります。

o申請の手続吉　市教育委員会に用

　意された申請用紙に所定の事項を

　記入し、学校長の推せん書・成績

　証明書・在学証明書を添えて、5

　月10日（月）までに申請してください。

　なお、日本育英会等の奨学金を

　受けている方はご遠慮ください。

o貸付金の償還
　（1）貸付期間満了の6か月後から月

　賦均等償還によi）、貸付を受け

　た期間の2倍に相当する期間内

　に償還する。

　　（繰上げ償還もできます）

　（2）償還金は、納入通知書により市

　内の収納代理金融機関に納入し

　　ます。

　詳しくは、市教育委員会事務局管

理課総務係費25－2111（内線）4〔）4・

405へ。

厭》．ブ汽’、　曳《〆・一7、　

　輝いています。今のあなた
★

㊨

、、㌧帆

緑が丘県営住宅

　　　　　入居者募集

総務庁青年国際交流事業

　　　　　　参加者募集

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

寿　1⊥1

型　式

3　K

家　　　賃

い敏金は3月分1

14．500円～

　16，500円

空　家

戸　数

20戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　／財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課智022－

224－0014へ。

　市営住宅入居者
　　　　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿　山

型　式

K

3　K

家賃噸金は3目ラノ1

3，000円～7，如0円

3，30U円一3，500円

空家
戸　数

戸7

戸15

◎第二種住宅

　〔収入基準115，000円以下）

団地名

メか巳

新館

寿　山

桜　田

雪Il式

KD

K

K

3DK

家賃1敷金は；3月分』

14，500円～18，UりO円

6，2〔）0円～12．6〔）U円

5，IUO円

2U亀［．IOO円

空　家
戸　数

戸
、b

7戸

戸

1戸

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

　詳しくは、市建設課住宅係費25－

2111（内線）262へお問い合わせくだ

さい。

ファミリーハイキング

　　　　　参加者募集

o内容
〔航空機による青年海外派遣）

　・訪問国　トンガ、コスタリガ、

　　　　　中国、韓国

　・期間　9月～10月（約20日間）

　・対象年齢　20歳～29歳

　・個人負担額　約10万円

〔世界青年の船）

　・訪問国　ギリシャ、インド、ケ

　　　　　ニア、スリランカ

　・期間平成6年1月～3月

　　　　　　　　（約65日間）
　・対象年齢　20歳～29歳

　・個人負担額　約24万円

〔東南アジア青年の船）

　・訪問国　ブルネイ、インドネシア、

　　　　　マレイシア、フィリヒ

　　　　　ン、シンガポール、タイ

　・期間　9月～11月（約55日問）

　・対象年齢　18歳～30歳

　・個人負担額　約15万円

○募集期間　4月1日～23日

○問い合わせ先

〒980仙台市青葉区本町3－8－1

宮城県生活福祉部婦人青少年課育

成係智022－211－2559

平成5年度「宮城少年の船」

　　　　　　参加者募集

　4月18日、小学3年生以上の小学

生とその親1家族）を対象に、春の

野営場と水芭蕉の森を訪ねます。

○申し込み締切日　4月10日

○問い合わせ先　国立南蔵王青少年

　野営場智24一δ126

　　　　　國

○訪問地　富士山、豆呂遣跡、明治

　　　　村等

○期’間　7月31日～8月4日

O応募資格
　・一般団員　小学校5・6年生

　・組リーダー　高校生及びそれに

　　　　　準じた在学生
O参加負担金　52，000円

O募集期問　4月8日～23日

o問い合わせ先

〒980仙台市青葉区本町3－8－1

宮城県青少年課「宮城県少年の船

実行委員会事務局」費1）22－211－

2559

0

ぎ、纂請濱｛
髪，

　2月26日（金1の文化講演会を中

心とした第12回公民館まつりが盛大

に開催され、各種展示、催しものに

大勢の市民が訪れました。

車ヨーガサークル会員募集

　美容と健康、そしてスタイリスト

を目指してヨーガをやってみません

か。

○日　時　毎週月曜日（月4回）

　　　　午前10時30分～12時

○会場白石市中央公民館

o講　師　㈲日本健康ヨーガ協会

　　　　専任講師
O募集人員　40名

O会費　月2，000円（入会金不要）

O申し込み先白石市銚子ヶ森32－12

　　　　　玉手喜恵子25－4520

中央公民館a26－2453・24－5377

績親子映画鑑賞会

○日　時　4月10日（土）午前9時～11時

o会場白石市中央公民館

○入場無料
O上映作品　ニノレスのふしぎな旅他2本

・命高齢者人材バンク登録者募集

　市内で優れた知識や技能をもって

いるお年寄りを求めています。入材

バンクに登録して、いろいろな場で

あなたの力を社会に役立ててみませ

んか。

　お年寄りの知恵が今求められてい

るのです。　「私の力でよければ」と

考えている方、ぜひお電話ください。

〆墾曜日1士ル、謂諜1／＿．庸．

　学校週五日制の土曜日を有意義に

すごしていただくため、市内の小学

生・中学生を対象に、4月から毎月

の第2土曜日にプールを無料で開放

します。

各教室のこ案内
★水泳教室

　昼コース30名、夜コース20名

　各10回（4月27日、5月11・18・25日、

　　6月8・15・22・29日、7月6日）

　※毎回オーストラリア入のグレン・

　ハインズがアシスタントを努め

　ます。

★トレーニング教室

　シェイプア・・’プコース、トレーニ

　ングコース　各15名

　各lO回ピ4月26日、5月10・17・24・31

　日、6月7・14・21・28日、7月5日）

★エアロビクス教室

　基礎コース40名

　10回14月24日、5月1・8・15・22・

　29日、6月5・12・19・26日、7月

　　○利用方法

　　　学校から「無料利用券」を受け取

　　　り、スパ・・シュランドに入館する

　　　ときに受付に出してください。

　　　詳しいことは、学校の先生におた

　　ずねください。　白石市教育委員会

4月1日から受付開始一一

　　　　3日）
　　　14100～15：00、15：30～16：30

　　★アクアビクス教室

　　　一ヘルスパイオニアタウン事業一

　　　基礎コース20名

　10回／4月22日、5月6・13・20・27

　日、6月3・10・17・24日、7月1日）

○受講料

各教室とも、受講料は無料です。

ただし施設利用料金をお支払いい

ただきます。

o送迎
市役所と白石駅から行います。

○受付開始日　4月1日

先着順に、定員になり次第締め切

　らせていただきます．

ノヂノ診■ラレl　l駐ぞしし…歴年記寄一酋、　ノ1計匝畦ノ

　　「スイムリレー・フエスティバル」5月23日（日）の予定です。

　　どうぞお楽しみに
　　　　　　　　　　　　営業時間　午前10時～午後B時まで

口昌’

　　私はオーストラリア八です。ワー

　キングホリデ‘として来日し、2月
　からここのスタ…ワに加わりました。

　来年までの1年固ですか、ブールで

　水泳指導のアシスタントとして働き

　ます。日本語はカタコトしかできま

　せんので、いま特訓中です．見かけ

　ましたらぜひ声をかけてください．

★湯っくり湯ったり温泉健康講座生募集

O日　時　4月～平成6年3月まで

　の第3水曜日　10：30～14：30

0場所岩風呂、日本間（2階）

O定員35名
o内容　・温泉に入って健康体操

　　　　・健康づくり一口講座
○受講料　2，000円（施設利用料金込

　　　　み）

＿　 二　　　　■■

　白石市民に限り、年会費5，150円

で1年間有効の会員証（同居の家族

も含まれます〉を発行いたします。

　市民会員になると、一年間何回利

用しても、一般科用料金の約2／3の

料金で利用てきます。

　スハ・’シュランドしろいしをあな

たの健康つくりの拠点にどうぞ。

・…置　4月14日・28日
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4月11日

内科　三浦クリニック　費25－6854

外科刈田病院智25－2145
歯科　三沢歯科クリニック　岱25－6483

・4月18日

内科刈田病院費25－2145
外科刈田病院a25－2145
歯科　水野歯科医院智26－2401

・4月25日

内科広瀬医院奮25－0238
外科堤　医　院費25－1181
歯科村上歯科医院費33－4125

4月29日

内科海上医院費25－1501
外科僑本医院暦25－1616
歯科　白石中央歯科医院　費24－5554

5月2日
内科　水野クリニック　岱25－2736

外科刈田病院盈25－2145
歯科村上歯科医院盈26－2678

※都合により変更になる場合もあります。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故12／16議15）

事故発生件数49件（174件）

死亡者数　0人（　1人）

負傷者数12人（31人）
物損件数37件（144件）
春の交通安全運動

　平成5年4月6日～4月15日まで

騒人口42，463（前月比）＋14　　■世帯数

藤2α816奪21・647舎1巳239
※住民基本台帳から

2月28日現在

春の消防演習

市内一斉サイレン吹鳴
白石市消防団では、4月25日（日）

午前8時半より、白石第一小学校校

庭において、春の消防演習を実施し

ます。

当日、団貝招集のため、次のとお

り市内一斉サイレンの吹鳴及び打鐘

をいたしますので、火災と間違えな

いようご注意ください。

oサイレン吹鳴及び打鐘時間

平成5年4月25日（日）午前7時

春の川干のお知らせ
建設課より

　　しゅんせつ
用水路の凌泄と補修のための川干

を行います。各家庭の周囲の側溝や

占用箇所の土砂上げをお願いします。

なお、川干の期間中は、火の元に

充分ご注意ください。

凸

O期　間　4月17日（土）午前6時から

　　4月19日（月）午後5時まで

　　※3日間　夜間を含む
o実施区域

白石土地改良区管轄用水路全域

目り期技能検定受検申請時期

せまる

技能検定は、働くみなさんの技能

を一定の基準によって検定し、これ

を公証する国家検定制度です。

合格者には、労働大臣名や知事名

の合格証書が交付され、それぞれ技

能士という称号があたえられます。

o受検申請受付期間

4月5日～4月16日

O試験日時　6月11日～9月12日

※職種によって日時が異なります。

O受付場所　仙台市青葉区青葉町16

－1　宮城県職業能力開発協会

o検定職種
園芸装飾、金属熱処理、機械加工、

路面標示施工等37職種

○問い合わせ先

宮城県庁内職業能力開発課

　智022－211－2763
宮城県職業能力開発協会

　智022－271－9260

行政相談委員にこ相談ください

下記のお二人が行政相談委員に再

任され、総務庁長官から委嘱されま

した。

行政相談は、国をはじめ県や市、

公社、公団などの仕事について皆さ

んが持っている苦情や要望、意見な

どの相談に応じ、その解決のお手伝

いをするものです。お気軽にご相談

ください，

○行政相談委員

佐藤　きみ子さん　暦25－3093

　（白石市上久保3番6号）

猪股　三郎さん　2｝25－3974

　（白石市郡山字荒屋敷12番8号）

佐藤　ぎみ子さん

猪股三郎さん

私道等の整備（舗装等）の

助成制度について

私道の整備（舗装等）に必要な経

費の一部を助成します。

対象となる私道については一定の

基準があります。詳しくは、市建設

課道路管理係燈25－2111（内線）264、

265へお問い合わせください。

○補　助　率　　　　　o延　　長

・工事費の75％以内　　・35m以上

（25％は受益者負担）○世帯数

　　　　　・5世帯以上

q

　
＿

健康づくりや仲間づくりを目的に

家族、仲間同志で楽しめる全国一斉

ウォークラリー大会の参加者を募集

しています。

ウ†一クラリーとは、コース図に

従って3～5kmを歩き、途中の設問

を解きながら、チームで歩くゲーム

です。

O日時5月16日（日）
o場所　白石市民会館周辺

0参加資格　1チーム3～5名とす

る。ただし、小学4年生以下のみ

によるチーム編成はできない。

O参加料　1人300円
○申込締切日　5月7日（金）

※チーム単位で申し込むこと。

o主催財団法入日本レクリエー

　　ション協会
oその他

・参加者全貝に、・サンバイザー・

　ヘンダントボールペン・ワ・ノペ

　ン・完歩証の贈呈

・ニュースポーツ、ゲームを楽し

　むコーナーもあります。

申し込み、問い合わせは、〒989－

02　白石市大手田］1－1　白石レクリ

ェーションサークル遊遊（市社会福

祉協議会内）盈25－2111（内線）15！

へ

i　　　　　　　 l
lロ座振替の申し込みが　l
q　　　　　　　　　　　　多
1簡単になりました　　　1

∈

健康手帳．医療受給者証の

更新はお済みですか

　　　　　　　　　昨年9月に老人保健法の一部改正
　　　　　　　　　に伴う健康手帳・医療受給者証の更
1市税・国民健康保険税の・座振麟新を行いましたが・手続きはお済み
iの申し込み方法は、市税務課、市内1　でしょうか・まだ更新されていない

i金融機関に備え付けてある輔ムみ1方は・すぐに市保健課（健康センタ

書ハガキに記入し、郵便ポストに投函1　一内）窓口で手続きをしてください。

毫　　　　　　　　　　　　　レ1していただくだけとな1）ました。　l
l・座振替にょる税金の納付は、1，老人保健法の

1「納め忘れがなし、」’「安全で確実」i　　一部改正について

1など大変好評です。　　　　　　　　l

i　　　　　　　　　レ1　この機会に申し込みなされてみまi　　老入医療の一部負担金が改正され

毒　　　　　　　　　　　　　｝1せんか・　　　　　1ました・
看○取扱税目　市県民税、固定資産税、1

｛　　　　　　　　　　彰1　軽自動車税、国民健康保険税　　1
咽　　　　　　　　　　　　　喜著o取扱金融機関　市内各金融機関　1

毒　　　　　　　　　　　）l　O問い合わせ先　市税務課管理収納l

l係奮25－2111（内線）144　1

外来受診の場合

ス、院の場合

1か月
　1，QOO円

1　日
700円

■　　　　　　　　　　　　　 垂

1★4月30日は、国民健康保険税第11
亀　　　　　　　　竜　　　｝1　期の納期限です。　　　　　　　1

※平成5年4月1日から平成7年3月
月31日まで

i轟糊司r甑翻菓子機）
尋

考　　　　　　　　　＿）1　口座振替を希望される方は各金融護

1　　　　　　　　　　　　 会

1機関または、市税務課で申請してく1

矩　　　　　　　　　　　 ，

1ださい。　　　　　‘
1　　　　　　　　　　　　 妾

そo持参するもの　　　　　　　　　1
さ　　　　　　　　　　　　　　 レ

1通帳、印かん（通帳に使用しているl

l　もの）、希望する税目の納税通知書1
筆　　　　　　　　　　　　　　　　レq　　　　　　　　　　　　　　　　島

白石市では、米に対する理解や米

消費拡大促進を図るため、バクダン

機1ボン菓子機）を設置しました。

ぜひ、こ利用ください。

詳しくは，市農林課農政係盈25－

21111内線）222、自百市農業協同組

o対象となっている方

大正11年1月1日以前に生まれた

方

o持参していただくもの

印鑑、健康保険証、健康手帳、医

療受給者証

角田ロケツト開発センター

施設の一般公開

O日時4月17日（土）
　　10日寺～15日寺30分

O場所角田市神次郎字高久蔵1

　　角田ロケット開発センター

　　費0224－68－3211
0公開施設　スペースプレーンエン

ジン実験室等。映画の上映あ1）。

船岡駐屯地＿般公開

さくらまつ1）も同時開催いたしま

す。

○日時4月18日（日）

　　9日寺～16日寺

○場所船岡駐屯地
o内　容　戦車、ジープ等の試乗、

対戦車ヘリミサイル等の展示、ち

びっ子広場ほか

○問い合わせ先　陸上自衛隊船岡駐

屯地費0224－55－2301（内線〉213



　（可）　　　　シロイシイバント

　ー－4月ダイアリ＿★☆

匝
水芭蕉の森開園式………・………・一……P3

匝　　　　　　　　　　　　　　陰◆白石城復元記念石垣づくり……………P24題

画
◆ファミリー八イキング……………り…・・P21

◆碧水園能普及公演

國
◆春の消防演習……………・…・………・…P23

匝
◆武家屋敷（旧小関家）落成式…………P3

　一般無料開放

　※すべてのイベントではありません。

チビッ，葵術館

「かみなりさんはなにしてる」

　　イ“1睡集中／覗て倉

説　’、　蝕
　　　‘ユ

飛

　 ‘
　㌧　　　　￥
、ンな猟♪ら＼
でン1郵餐，身

き，　赴

白畜瀦犠一

圏

藩

佐々木明日菜ちゃん（福岡）

　　　　　　　　君1菖0名前蓄書い女石垣茄

　　　　　　　　基礎に？めマ、ず☆残｝亀ソ
憂

とき　平成5年4月11目（日）

　　　　　　　午前10時から正午まで

集合場所　白石市勤労青少年ホーム

　　　　駐車場がありませんので、徒歩で参加してください。

対　象小学生以上
受　　付　午前10時

　　　　参力□者は受付で署名していただきます。

　　　　署名簿は三階櫓完成後に木箱に納め保存いたし

　　　　まず。

　　　白石城復元記念石垣づくりとは？

墨かマジ・・タで自分の名前や願いごとを栗石（石垣の内側に水

はけをよくするために入れる大小さまざまな玉石）に書いて、ご

自分の手で石垣に入れていただきます。この石は白石城の歴史と

ともに、いつまでも残『）ます。

栗石、筆、マジックペンは現地に準備してあセ）ます。なお、自

分で栗石（直径10～15cmの玉石）に記入して持ってきていただい

ても結構です。

小学生以上ならどなたでも参加できます。ぜひおいでください。

］＝‘一・

　　健一さん、ク、子さんの長女

ママからひとこと

“素直に優しく育ってね！”

パパからひとこと

“元気で明るく、みんなと仲よくね！”

市　　長

人権擁護

行　　政

活生

社会保険

消費生活

補聴器巡回

サービス

無料法律

障害者

青少年

15

15

15

15

5・26

15

毎週月・水・金

リオン

8・28
ニホン

23

15

9

　毎週
月・火・木・金

■　■
＝

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11：30

10：00～15：00

10＝00～15：00

市民室　⑯1

第2会議室　⑳2

第2会議室　⑯2

第2会議室　⑳2

福祉事務所内相談室

　　　　㊧1

第3会議室　㊧3

消費生活相談室⑳1

福祉事務所　⑳1

第4会議室　㊧4

第3会議室　⑳3
電話相談、手話での相談もできます。霊25－2111内線351

9：00～17：00 青少年相談センター

　　　　④4


